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開発成果

リスクアセスメント（RA）実施人材の育成
～RA講座の開設～
●…名古屋大学…教授　山田陽滋　　●…あいち産業科学技術総合センター　酒井昌夫、杉山　儀、宮本晃吉、平出貴大
●…公益財団法人科学技術交流財団　丹羽邦幸

成果概要

2006年（平成18年）以降、 労働安全衛生法によりRAは努力義務化された。職場の
労働安全のみならず社会生活の安全のため、また、多様化した社会の仕組みや技術
に対応するため、事前に危険源を見つけ出し、 適切な手をうつことが人々の安全な生
活に不可欠である。RAには、標準化された手順があり、一定の安全に関する知識が
必要となる。この研究では安全関連規格を中心にRAの手順、必要な知識を習得して
もらい、その習得結果を証明するセーフティサブアセッサーSSA 資格の取得者70名
を目標とした。SSA資格取得者は55名となり、他の安全資格と合わせ資格取得者は
82名となった。
使用するテキストは、受講者からのフィードバック等により改訂を行い、理解しやすさ
の改善を行っている。

特 長

応用分野

日本国内では、リスクアセスメント講座を行っている団体及び会社がいくつかある。それらは講習のみで講習結果の
確認をしていない。また、JISB9700と労働安全衛生法が中心であり、安全に関する網羅的知見を得ることができ
ない。本講座では、機械安全、電気安全、機能安全、産業ロボット安全に亘り、受講者からのフィードバックによ
り講座内容及びテキストの改訂を行い、理解しやすさの改善を行っている。

機械産業分野
福祉等サービス分野

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

あいち産業科学技術総合センター　産業技術センター　自動車担当
e-mail…: info@aichi-inst.jp　電話番号：0566-24-1841　FAX：0566-22-8033
無

SSA;セーフティサブアセッサー  SA:セーフティーアセッサー
RSA:ロボットセーフティ(サブ)アセッサー
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テキストと修了証明書
リスクアセスメント講座の風景
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ロボット実用化のためのリスクアセスメント（RA）支援システム構築
～諸分野で活躍するあいちロボットの社会実装を果たす安全技術支援～

参画機関

●…名古屋大学
●…あいち産業科学技術総合センター
●…公益財団法人科学技術交流財団
●…株式会社エスクリエイト
●…株式会社FUJI

研究開発の概要

開発成果一覧

事業化リーダーより

あいちロボットの一層の活躍が期待されるモノづくりや福祉の分野をターゲットとしたロボットのサービスデザイ
ンの枠組みの中で、リスクアセスメント（RA）及びその結果に基づく必要かつ最適なリスク低減方策の提案を行
える人材の育成を目指して、RA教材とRA標準化支援ツールの構築、さらに実施したリスク低減方策の安全検
証ならびに妥当性確認（以下V＆V）のための試験装置の構築を行う。試験装置の構築は、協働作業時のロボッ
トと人の接触圧測定方法の確立と、ロボット制御の安全性に影響するEMIの測定技術の確立により行う。

●リスクアセスメント（RA）実施人材の育成
●リスクアセスメント（RA）支援ツールの開発

●V&V試験方法の確立（1）ロボットと人の接触圧解析システム
●V&V試験方法の確立（2）EMI可視化システムの適用

●…株式会社エスクリエイト　社長　本山景一

事業化リーダー 研究リーダー

重点研究プロジェクトに参加して 今後の展開

愛知のロボット製造及び活用の発展に欠くことのでき
ない安全技術のため、このプロジェクトで開発したRA
支援ツールの事業化に早期に取り組む。
・RA支援ツールの市場投入及び事業化を行う。
・ユーザニーズの充実を図り、より使い易いツールとする。
・今後、東京オリンピック等での展示紹介や体験デモも
視野に入れ、セキュリティ対策の充実も検討していく。
・各国語対応を可能とし、今後、欧米、アジア市場の需
要に対応して行く。

重点研究プロジェクトによって、産学行政の密な連携
が図られ、安全性の根幹をなすRAの理解、リスク低
減技術、更にV＆V技術の確立により、産業用及びサー
ビスロボットの安全性向上の技術進展が得られた。特
に今回開発したRA支援ツールは、従来のエクセルを
使用してRAを行う場合と比較して50％～70％の効率
化と安全機能の確実性が増し、広く普及することで県
内産業機械分野から福祉、サービス分野の安全性向
上に寄与することが期待される。

株式会社エスクリエイト
本山景一

名古屋大学
山田陽滋
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